















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とらえどころのな 経験を語 行為の中 作られた存在だからである。
この語るという行為に参加することで
24 
読者は自分の周りも不可思議
な閣で包まれていることを理
解する。
かつて、
日本の四国の地域には大勢のハンセン病
の患者たちが救いを求めて遍路に訪れた。
伝統的に遍路
の
目的はほかに治療の方法のない病を癒すためである。
大勢
の人々は、
言い伝えられた信仰に希望を託し、
病が癒える
のを願って旅をつづけ、
その中で死を迎える。
人は人生の
さまざまな疑問と出会い、そ 意味を求めて物語をつづり、それを人は読み続ける。
しかし決して直接的な答えや解決
はみつからない。
人は物語を
「読
み解く」
ことを求める。
しかし旅は決して直接的に 人生の解答を与えない。
同様
にわれわれは物語から明
快な答
えを求めることはできな
い。
ただ新たな話を求め続けるのみである。
コンラッ
ドの
作品が読者につ
きつけるの
は、
そうした人と物語とのかか
わりの問題である。（注〕（l）印・→・。。－包己mp川町、宣言号店三討。ESMd忠久S。EE
hQヨロ見守門HNK守「向。たえ門Hqmy〈。－・】（』。ぴロ冨己『『5p－∞ω印）・
同）同）・
】印品目】印。・
（2）本稿において用いた『閣 奥』のテクスト 、
次のノlトン
版からの拙訳である。
括弧にはこの版のペ1ジ番号を記した。
』。∞呂町内。ロ『包－司S「阿久匂門司守Nah・百口zaxzp。己・－ug－∞・〉『自由門『。口問（Z25pNC－3・
（3）司22回『。。｝内田－hSHA言句、。「Smw、～。ηbseコロコ氏、可制定口町守口
吉見。「可。号 （司自4印『【】CPE∞AH）・
同）－N2・
＊本稿は二O一八年五月二一
日、
四国大学において行われた日本
キリスト教文学会第四七回全国大会シンポジウム「文学と巡礼」における発題原稿について、
他の発題者およびフロアからの発
言を受けて加筆、
書き直しをしたものである。
シンポジウムの
討議に加わっ いただいた参加者全員に感謝を述べたい。
25 
